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 由布市告示第39号 

  平成22年第４回由布市議会定例会を次のとおり招集する 

     平成22年12月１日 

                                由布市長 首藤 奉文 

 １ 期 日  平成22年12月８日 

 ２ 場 所  挾間庁舎由布市議会議事堂 
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二ノ宮健治君         小林華弥子君 

髙橋 義孝君         新井 一徳君 

佐藤 郁夫君         佐藤 友信君 

溝口 泰章君         西郡  均君 

太田 正美君         佐藤  正君 

田中真理子君         利光 直人君 

久保 博義君         工藤 安雄君 

生野 征平君         佐藤 人已君 

渕野けさ子君               

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

                    なし 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成22年 第４回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成22年12月８日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                        平成22年12月８日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 請願・陳情について 

 日程第５ 議案第86号 由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について 

 日程第６ 議案第87号 由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止について 

 日程第７ 議案第88号 由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について 

 日程第８ 議案第89号 由布市湯布院福祉センター条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第90号 由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第10 議案第91号 由布市民運動場条例の一部改正について 

 日程第11 議案第92号 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について 

 日程第12 議案第93号 西石松地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第13 議案第94号 平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号） 

 日程第14 議案第95号 平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第96号 平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第97号 平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第17 議案第98号 平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 請願・陳情について 

 日程第５ 議案第86号 由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について 

 日程第６ 議案第87号 由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止について 
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 日程第７ 議案第88号 由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について 

 日程第８ 議案第89号 由布市湯布院福祉センター条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第90号 由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第10 議案第91号 由布市民運動場条例の一部改正について 

 日程第11 議案第92号 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について 

 日程第12 議案第93号 西石松地区集会所の指定管理者の指定について 

 日程第13 議案第94号 平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号） 

 日程第14 議案第95号 平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第96号 平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第97号 平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第17 議案第98号 平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 

出席議員（21名） 

１番 鷲野 弘一君        ２番 廣末 英德君 

３番 甲斐 裕一君        ４番 長谷川建策君 

５番 二ノ宮健治君        ６番 小林華弥子君 

７番 髙橋 義孝君        ８番 新井 一徳君 

９番 佐藤 郁夫君        10番 佐藤 友信君 

11番 溝口 泰章君        12番 西郡  均君 

13番 太田 正美君        14番 佐藤  正君 

15番 田中真理子君        16番 利光 直人君 

17番 久保 博義君        19番 工藤 安雄君     

20番 生野 征平君        21番 佐藤 人已君 

22番 渕野けさ子君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 長谷川澄男君        書記 江藤 尚人君 
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書記 馬見塚量治君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 首藤 奉文君   副市長 …………………… 清水 嘉彦君 

教育長 …………………… 清永 直孝君   総務部長 ………………… 野上 安一君 

総務課長 ………………… 佐藤 式男君   財政課長 ………………… 秋吉 孝治君 

総合政策課長 …………… 相馬 尊重君   監査・選管事務局長 …… 佐藤 忠由君 

会計管理者 ……………… 工藤 浩二君   産業建設部長 …………… 佐藤 省一君 

健康福祉事務所長 ……… 河野 隆義君   環境商工観光部長 ……… 溝口 博則君 

環境商工観光部参事兼産業廃棄物対策課長 …………………………………… 加藤 康男君 

挾間振興局長 …………… 目野 直文君   庄内振興局長 …………… 服平 志朗君 

湯布院振興局長 ………… 古長 雅典君   教育次長 ………………… 島津 義信君 

消防長 …………………… 平松十四生君   代表監査委員 …………… 佐藤 健治君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（渕野けさ子君）  皆さん、おはようございます。本日、ここに平成２２年第４回由布市議

会定例会が招集されましたところ、議員各位には、公私ともに何かと御多忙のところ御出席いた

だきありがとうございます。開会に当たり、ごあいさつ申し上げます。 

 月日のたつのは早いもので、ことしも師走の月を迎える時期となりました。夏から秋にかけて、

あんなに暑かった気温も、初冬へ入ったあたりから、うそのようにおさまり、最近では湯布院地

域で氷点下の気温をたびたび観測するなど、ことしの冬は例年にまして寒さが厳しく、訪れも早

いように感じているところです。 

 このような中、先月の下旬、在京由布市会の総会に出席させていただきました。頑張っている

由布市の近況に、会員の皆様が大変喜んでいただき、また、今回は農政課の職員がふるさと由布

市の名物加工品の直売で一役を担い、活気あふれる総会に花をそえていただきました。また、先

般、大分県「小さな親切」作文コンクール中学生の部で、挾間中学校３年生の渡邊麻里さんが、

「人と人とがつながる社会に」という題で、親切をした人とされた人の両者とも元気になれるこ

とを近所のおじいさんと交わすあいさつを通してつづった作文が見事、県知事賞を受賞いたしま

した。悲しいニュースや暗いニュースが多いだけに、この朗報は市民の気持ちをさわやかにして

くれる一服の清涼剤のように感じたところです。このことは、先日行われた「いのちの循環を大

切にする市民の集い」の中での渡邊さんから受賞作文の朗読があり、作文に勝るとも劣らない朗

読力に感動させられました。また、この集会では、地元庄内町出身の中西麻耶さんが「可能性を
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信じて」という演題で講演をされましたが、障がいスポーツの発展。障がいに関する偏見をなく

すための活動。また、どんなことにもめげずに立ち向かっていく彼女の気持ちの強さがひしひし

と伝わり、感動と勇気をもらった、とてもすばらしい集会であったと思います。 

 さて、先月の上旬、大分県市議会議長会の主催で、専門情報誌が実施した「議会改革度調査」

で、全国１位、２位にランキングされた京都府京丹後市と三重県伊賀市に視察研修に行ってまい

りました。私は、昨年１１月に議長に就任し、１年を経過しましたが、議長就任中に、ぜひ、由

布市議会も議会改革に取り組みたいという強い気持ちから、今回の視察研修を楽しみにしていま

した。この中で、京丹後市の視察で感じたことは、市民にわかりやすく、開かれた議会づくりを

目指す観点から、議会に対しての市民の意識、意向を把握し、議会改革の資料として活用すると

ともに、意見要望を議会改革に反映することを目的に、最初の取り組みとしてアンケート調査を

実施したということですが、これがすごく印象に残りました。由布市議会の改革に当たっては、

まずは市民が議会に対し、どのような意識や意見を持っておられるのか、これらを把握すること

から、議会改革のスタートとしたいと考えております。既に、前三重野議長時代から議会改革の

一環として、議会報告会を開催し、現在でも継続していますが、さらに、多くの市民の方々にも

参加していただけるよう努力してまいりたと思っています。 

 さて、本日から、開会されます第４回定例会では、議案１３件が提案されております。よろし

く御審議方をお願いいたします。 

 それでは、本定例会の開会に当たり、招集者であります市長よりあいさつをいただきます。市

長。 

○市長（首藤 奉文君）  皆さん、おはようございます。平成２２年第４回定例会の開会に当たり

まして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 本日平成２２年第４回定例会を招集いたしましたところ、議員皆様方におかれましては、年末

を控え、大変御多忙の中、御参集いただき、心から御礼を申し上げます。 

 師走を迎え、各地で初雪の便りも聞かれますが、やはり、異常気象と言うべきでしょうか、湯

布院では、既に１月中旬並みの寒さに見舞われる日がございました。また、何かと心身ともにせ

わしく、風邪の症候群やインフルエンザが蔓延する時期でもありますので、議員皆様方には、く

れぐれも御自愛いただきますようお願いいたしたいと思います。 

 さて、先週末に開催されました多くの議員の皆様にも参加をいただきました、「いのちの循環

を大切にする市民の集い」では、庄内町出身で、ロンドンパラリンピックの出場を目指す中に、

中西麻耶さんの講演をいただきました。中西さんの今後の世界的な活躍が期待されるところであ

りまして、私も市民の１人として、支援をしてまいりたいと思います。 

 このほかにも、「小さな親切」作文コンクールで、優秀な成績をおさめられた挾間中学校の渡
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邊麻里さんなど、由布市の未来を担う若い世代から輝く朗報はいつも心を躍らせているところで

ございます。 

 さて、本定例会では、議案１３件を提案いたすことにしております。何とぞ、慎重な御審議を

お願い申し上げますとともに、御賛同いただきますよう重ねてお願い申し上げまして、開会に当

たりましてのごあいさつとさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  ただいまの出席議員数は２１人です。定足数に達していますので、ただ

いまから平成２２年第４回由布市議会定例会を開会します。 

 執行部より、市長、副市長、教育長、各部長、関係課長及び代表監査委員の出席を求めていま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第１号により行います。 

 これから、本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（渕野けさ子君）  まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、２０番、生野征平君、２１番、

佐藤人已君の２名を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定について 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月２２日までの１５日間といたしたいと思います。御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１２月

２２日までの１５日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸報告 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３、諸報告を行います。 

 まず、議長報告については、今期定例会開会前までの分をお手元に資料として配付いたしてお

りますので、お目通しをいただき、報告とさせていただきます。 

 次に、市長の行政報告をお願いいたします。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  お手元に行政報告をお配りをしております。御一読いただきますようお

願いする次第でございますが、少し時間をいただきまして、幾つかの項目について、詳細な報告
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を申し上げます。 

 １０月７日に由布大分環境衛生組合議員視察研修に同行し、宮崎県新富町のし尿処理センター

潮香苑を訪問いたしました。潮香苑では、最新技術のスクリュープレス脱水機を導入することで、

性能の向上を図っておりまして、さらに、堆肥化せずに焼却しているために、初期経費、ランニ

ングコストとも、かなり抑制できているとのことでございました。今後、し尿処理等の改修を行

うことになった際の参考になるものと思われます。 

 １０月１３日には、今回から理事となりまして、第７回九州市長会に出席するため、開催地の

鹿児島市へ参りました。総会には、九州、沖縄各県から、１０３市の市長が出席し、来春の統一

地方選で、投開票日までに任期満了を迎える地方議員と首長の在任特例などの法的措置を求める

ことを緊急決議したほか、一括交付金の制度設計を含む、都市財政の拡充強化など、計１５件に

ついて、県や関係省庁などに、要望することが決定されました。また、本年畜産業界を震撼させ

た口蹄疫対策の充実強化や、九州新幹線等の整備促進、地域経済の振興、雇用対策の充実なども

可決されました。総会後は、温暖化時代の地方自治体のあり方について、環境アドバイザーの末

吉竹二郎氏の講演があり、環境問題に取り組むことは、自治体の未来を考え、子どもたちに将来

の夢を与えることになるという、世界中の取り組み例が紹介されたところであります。 

 １０月２５日には、議長、副議長、副市長とともに、県知事を訪問し、県立美術館の由布市へ

の誘致を強力にお願いをいたしました。御承知のとおり、由布市の美術館誘致に向けて、議員皆

さんを初め、市民の皆さんともしっかり手を携えて、誘致運動に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 １０月２９日、別府挾間間道路改修促進期成会による国土交通省等への中央要望を行うため上

京いたしました。別府挾間線は地域間交流の拠点として、また、災害緊急時においては、国道

１０号線の代替道路としての役割も大きく、早期完成が期待されているところであります。今回

は、道路整備の推進や財源の確保に加え、新たに創設された社会資本整備総合交付金の拡大、拡

充などを強く要望いたしたところであります。 

 １１月２７日には、議長と上京し、在京由布市会総会に出席いたしました。本会につきまして

は、既に６回目の開催を数えておりますが、本年は初めて、地産地消事業の一環として、総会会

場で由布市の特産品をＰＲするコーナーを設け、販売をいたしたところ、大変好評をいただき、

特産品は完売となりました。在京由布市会の皆さんからも、改めまして、知人、友人の方へ積極

的に由布市のＰＲをしていただけるとのことでありまして、まことに嬉しく、また頼もしく思っ

たところでございます。 

 次に、５,０００万円以上の工事請負契約につきまして、報告させていただきます。 

 ９月２７日に指名競争入札を執行いたしました湯布院町上水道乙丸浄水場浄水施設整備機械電



- 8 - 

気工事につきましては、磯村豊水機工株式会社福岡支店が消費税を含めまして、５,４９６万

１,２００円で落札をいたしました。以上で報告を終わらせていただきます。 

○議長（渕野けさ子君）  市長の行政報告が終わりました。 

 次に、地方自治法第１２５条の規定により、平成２２年第３回定例会において採択されました

請願、陳情の処理の経過と結果について、執行部より報告を求めます。副市長。 

○副市長（清水 嘉彦君）  それでは、平成２２年第３回定例会で採択されました請願３件につき

まして、その後の処理経過を御報告いたします。 

 請願受理番号８、受理年月日、平成２２年８月４日、件名、庄内町渕六区尾足地区農道の市道

編入に係る請願についてであります。処理経過につきましては、現在、該当路線の道路台帳現況

図を作成委託中であります。図面作成完了後、２７年度中の市道認定を予定しております。 

 続きまして、請願受理番号９、受理年月日、平成２２年８月３０日、件名、ナシ農家の晩霜被

害について。処理経過につきましては、ナシは晩霜被害により、木の受精が衰えているため、来

年度以降のナシの着実と言いますか、状況が悪いと予想されています。そのため、有機肥料の追

加施肥により、木の受精を回復させる手段について、現在、ナシ同志会と協議中であります。 

 続きまして、請願受理番号１１、受理年月日、平成２２年９月６日、件名、市道認定に関する

請願について。この市道は、ちょうど旧湯布院、国民宿舎由布山荘に隣接する道路でございます。

この道路につきましては、現在、当該路線の道路台帳現況図を作成委託中であります。図面作成

完了後、２３年度中の市道認定を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  請願・陳情の処理の経過及び結果報告が終わりました。 

 副市長。 

○副市長（清水 嘉彦君）  私が先ほど、最初の請願受理番号８の案件につきまして、２７年と申

しました。２３年度中の市道認定を予定してるということで訂正させていただきます。大変申し

わけございませんでした。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、由布大分環境衛生組合議会の報告をお願いいたします。由布大分

環境衛生組合議会議長生野征平君。 

○由布大分環境衛生組合議長（生野 征平君）  それでは、由布大分環境衛生組合議会定例会の報

告をいたします。 

 平成２２年第２回由布大分環境衛生組合議会の定例会を同組合会議室で、平成２２年１１月

１８日午前１０時から開催されましたので、その結果について御報告いたします。 

 会期は当日１日限りとし、発議１件、認定１件、議案１件が上程されました。 

 発議第１号由布大分環境衛生組合議会会議規則の一部改正についてでありますが、これは地方
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自治法の一部改正に伴い、会議規則を改正したものです。 

 続きまして、認定第１号平成２１年度由布大分環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてであります。最初に、小嶋監査委員より、平成２２年７月２９日由布大分環境衛生組合にお

いて、永松代表監査委員の２名で審査を実施したとの決算審査報告があり、平成２１年度歳入歳

出決算額は、関係諸帳簿、証拠書類と照合した結果、正しく計上されており、会計処理並びに財

産管理についても適正であるとの報告がありました。 

 続いて、事務局より、歳入歳出決算書に基づいて詳細な説明があり、平成２１年度の決算額は、

歳入総額７億３,４４７万２,３４２円に対し、歳出総額６億８,４４６万２,６５１円で、歳入歳

出差引額５,０００万９,６９１円が翌年度繰越金となっております。決算については、歳出で衛

生費が前年度対比増額となっており、その主なものは福宗清掃工場運営管理費負担金及び大分市

リサイクルプラザ運営管理費負担金の増額によるものです。慎重審議の結果、全員の賛成により

承認されました。 

 続きまして、議案第４号平成２２年度由布大分環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３,５００万８,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ７億１,５６５万２,０００円とするものです。歳入は、前年度繰越金を

３,５００万９,０００円追加し、５,０００万９,０００円とするものです。歳出では、衛生費の

増額１２９万２,０００円、予備費の３,３３７万８,０００円の増額であります。また、今回の

補正予算に１億円の限度額を定める債務負担行為の予算計上をしております。このことにつきま

しては、大分市野津原地区一般廃棄物ごみ収集運搬業務を平成２３年度より平成２６年度までの

４年間業務委託を行うもので、今年度に入札を執行するため、債務負担行為を計上しております。

採決の結果、全員の賛成により可決されました。 

 以上、平成２２年第２回由布大分環境衛生組合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（渕野けさ子君）  由布大分環境衛生組合議会の報告が終わりました。 

 次に、医療広域連合議会の報告は１４日の冒頭に行います。 

 次に、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査及び同法１９９条の規定による行

政監査の結果については、代表監査委員より報告を求めます。佐藤代表監査委員。 

○代表監査委員（佐藤 健治君）  代表監査委員の佐藤です。 

 例月出納検査、現金実査及び行政監査を実施いたしましたので、その結果について御報告申し

上げます。 

 まず、地方自治法第２３５条の２第１項の規定によりまして、平成２２年７月、８月及び９月

の例月出納検査の結果を御報告します。 
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 検査の対象は、会計管理者及び企業管理者の保管する月末の現金の在高及び出納の状況であり

ます。検査は８月２５日、９月２７日、１０月２５日に行いました。結果につきましては、検査

資料の計数は、諸帳票の計数と一致しており、適正に処理されていると認められました。 

 水道事業特別会計における事業において、収納対策に努力のあとが伺えます。引き続き、計画

的な徴収を行っていただきたいと考えております。また、１０月２６日に湯布院スポーツセン

ターを初め、市民課等９カ所において現金実査を行い、現地で確認をいたしました。いずれの施

設においても適正に管理されておりました。 

 次に地方自治法第１９９条第２項の規定により、１１月４日、行政監査を行いましたので、そ

の結果を報告申し上げます。 

 由布市立小中学校の運営状況及び機材・備品の管理状況を監査の対象に関係者から聴取を行い、

また、川西小学校及び湯布院中学校において、現地にて備品の管理状況を調査いたしました。監

査の結果につきましては、報告書に記載しておりますとおりであります。今後、職員の異動等に

より、購入した備品が継続して利用されないことがないよう注意を喚起をいたしました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（渕野けさ子君）  例月出納検査及び行政監査の結果報告が終わりました。 

 次に、閉会中の各委員会の調査研修の結果について、報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長髙橋義孝君。 

○総務常任委員長（髙橋 義孝君）  皆さん、おはようございます。総務常任委員会委員長の髙橋

義孝です。 

 委員会調査研修について、報告をさせていただきます。 

 本委員会は、所管事項について調査研修を行ったので、その結果を下記のとおり、会議規則第

１０３条の規定により報告をいたします。 

 調査研修事項、財団法人関西社会経済研究所が平成２１年１２月に発表した「全国自治体生産

性ランキング」において、富山県小矢部市が職員生産性コスト（労働コスト）部門で全国１位と

なっており、そのことから小矢部市の行政運営及び行財政改革の取り組みについて研修を行いま

した。 

 ２点目は、平成１７年２月に誕生した能美市は、石川県能美郡４町のうち３町で合併し、これ

まで分庁舎で経過したが、平成２２年第３回定例会で本庁舎方式へ移行することを決定。そのこ

とから、能美市における庁舎方式のあり方に関するこれまでの経過及び取り組みについて研修を

行ってまいりました。 

 調査研修の期間、平成２２年１１月１０日から１１月１２日の３日間であります。調査研修地、

さきに申しましたように、富山県小矢部市、石川県能美市です。参加者は、今お手元に配付の報
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告書の記載のとおりであります。 

 続いて、調査研修の詳細について、中身は、るる書いておりますので、後で御一読をいただき

たいと思います。 

 まとめについて、御報告をさせていただければと思います。 

 当委員会では、今回の調査研修を由布市の喫緊の課題である行財政改革の推進に重点を置き、

研修を行いました。そのため、合併をせずに、先方の表現ではできなかっったということだった

んですけれども、改革に取り組んだ小矢部市。ほぼ同じ規模の３町が合併をして、改革を取り組

んだ能美市。手段は異なるが、改革に向かって取り組みを進めている双方の現状について、研修

を行わせていただきました。 

 平成１５年当時、地方交付税の大幅な減額などにより、全国どこの市町村も非常に厳しい財政

状況を迎えている中で、合併することによって、コスト削減と財政効率を上げる方法を選ばなか

った小矢部市としては、単独で残って、自力で財政再建を図るしかない。特に職員の中に、その

危機感と覚悟があったことが大きいと推察されます。そのため、まずは市長がリーダーとなり、

職員一丸で改革を率先し、行財政改革に取り組み、これまで着実に成果を上げているように感じ

られました。その要因の一つは、目指すべきまちづくりの姿を明確に示し、実行していることで

あります。さきにも述べたように、改革のテーマを２つ掲げ、一つは、「小さな市役所、質の高

いサービス」とし、効率的な行財政経営と市民サービスの質的向上を目指す。もう一つは、

「パートナーシップのまちづくり」とし、市民と行政との協働を推し進め、市民が主役のまちづ

くりを目指しているということであります。このテーマに沿って、あらゆるところで職員が知恵

を絞り、さまざまな場面で市民が市政に参画する仕組みがあります。職員提案では、年間を通し

て、個人でも、グループでもいつでも提案できるが、あえて強化月間を設けて、職員提案を推進

し、職員意識の改革と能力向上を図っており、今では年間２０件から、３０件の提案が行われて

おります。また、「おやべ型１％まちづくり事業」では、事業採択の選考を行政が行うのではな

く、市民による委員会が行うことで市民の主体的な行政参画の推進を図り、市民と行政との協働

関係の構築に向けて取り組みが行われております。さらには、行財政改革市民会議を常設し、行

財政改革のあり方を議論するのは当然のこと、改革の進捗状況について意見を述べるほか、

２０年度、２１年度には、市民の視点からの行政評価である外部評価を実施しています。このよ

うな取り組みは由布市にとっても学ぶべきことが多いと考えられます。 

 能美市については、人口規模も比較的に小さく、３町の対等合併であり、また合併後も３庁舎

を分庁舎として利用していることなどから、由布市との共通点も多くありましたが、３庁舎間は

それぞれ車で１５分程度の距離であることや、地理的にも平坦で、道路交通網が整備されている

ことから、市民はどこからでも、どの庁舎にも近く利用しやすいことなど、面積や３庁舎間の距



- 12 - 

離、各庁舎の整備状況などを由布市の状況と比較してみると、実態は随分と違うことがわかりま

した。さらに、３庁舎のうち本庁舎に決まった辰口庁舎については、当初から市民や議会の中で

も、施設的にも規模的にも新庁舎として利用されることが望ましいという考えがあり、庁舎の位

置については一定の理解がなされていたことは大きな違いでありました。しかし、本庁舎への移

行においては、新市発足の市民意識の醸成を重視し、丁寧な取り組みが行われておりました。 

 議会においては、「統合庁舎特別委員会」を設置して、議論を行い、また市民レベルでは、

「能美市統合庁舎のあり方市民検討委員会」が設置され、能美市のさらなる行政サービス向上の

ために必要な庁舎整備のあり方について、市民目線で議論、検討をしております。さらには、市

民満足度調査において市民アンケートをとり、その解析を丁寧に行うなど、取り組みのあり方に

ついては学ぶべき点が多く見受けられました。 

 いずれにいたしましても、改革を実行するには、まず、ビジョンを明確に示し、市民と情報を

共有することから始めなければならない。その上で、市民とともに考えることが重要である。小

矢部市の行財政改革大綱には、「改革はその手段であって、改革の先にあるものを見失ってはい

けない」と記されています。まさにそのとおりであります。行財政改革や庁舎のあり方に関する

議論は、変革に対する姿勢と由布市の基本的な姿をどうするのかが問われてることを改めて認識

させられた研修でありました。 

 以上で、私からの研修報告を終わらせていただきます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、産業建設常任委員長太田正美君。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  おはようございます。産業建設常任委員長の太田です。 

 当常任委員会の調査研修報告をさせていただきます。 

 本常任委員会は、所管事項のうち次の事項について調査研修を行ったので、その結果を下記の

とおり会議規則第１０３条の規定により報告いたします。 

 調査事項１、特産品のブランド化について、２、米の地産地消について、３、山中温泉ゆげ街

道街なか再生事業・目抜き通り整備事業について、４、エコツーリズムについて。 

 調査研修の期間は、平成２２年１１月８日から１０日までの２泊３日であります。当日は、交

通機関の関係で、朝５時から挾間の議員さんは出発していただきまして、帰りも１０日の１１時

近くになっております、強行軍でありましたが、実のある研修をしてまいりました。 

 調査研修地は、石川県加賀市、同小松市、金沢市の３市であります。研修者は、私以下６名、

随行で議会事務局１名が行っております。 

 特産品のブランド化について、加賀市の加賀フルーツランドというところに行ってまいりまし

た。対応者は、このフルーツランドの支配人の加納文子さんと生産者の森保太郎さん、２名にお

話を伺ってまいりました。 
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 まず、加賀フルーツランドは、自然災害や生産者の高齢化、露地栽培から、ハウス栽培への転

換等により、次第に離農や規模縮小する農家があらわれたことを受け、遊休農地を活用した観光

果樹園による産地復活を目指してオープンしております。 

 作物の収量、品質を高めるために、捕食性天敵導入により農薬使用量を削減、また、ハウス栽

培への切りかえを行うことで、季節を問わず安定的な顧客受け入れ態勢を整えました。設立当初

から、果物の買い取り、またはもぎ取りを実施しており、ブドウ農家は、毎年一定の収入が見込

め、経営は安定しております。将来は１日中楽しめる総合的な触れ合いの施設へ展開したいと考

えており、現在も障がい者や小学校児童を対象として、農作業体験等を開催しております。 

 来園者は毎年増加傾向にあり、果実の需要も増加し、今後もより大きな経済効果を期待してる

ところであります。 

 当日、今、話題となっております「ルビーロマン」という、これはブドウの品種でありますが、

この生産者の森保太郎さんが急遽駆けつけていただき、「ルビーロマン」の生産について話を伺

いました。話を聞く中で、ノウハウ云々よりも、探究心、研究新が大変豊富で、当時貴重であっ

た「赤色で大粒」の、こちらのほうで言う巨峰でありますが、目指すことから始めたそうであり

ます。さまざまな品種の種子を配合する際に、４００種以上の試験を繰り返したり、県から支援

を受けた際に、派遣されたブドウ専門外の職員のニーズにも素直にこたえ、味を犠牲にしてでも、

当初のねらいである赤玉で大粒のブドウということで探求をした結果、「ルビーロマン」という

品種が行き着いたそうであります。 

 そういうマスコミ等の話題から、そういうブドウを見たいという認知度が広がり、今年度市場

で一房２０万円の値をつけたそうであります。栽培方法はまだまだ企業秘密ということでしたが、

特産品のブランド化が図られた、いい先進事例ではなかったかと思っております。 

 次に、小松市明峰ファームに行ってまいりました。明峰ファームは地元の６５歳以上の高齢者

が約８割を占め、９割の農家が兼業であるため、担い手不足から、集落内の農家に農作業を委託

する状況であったところ、平成８年に３１戸の農家が参加して、機械を共同利用する大島町営農

組合を設立し、耕起、代かき、田植え、稲刈りの共同作業と効率的な転作を行っていたそうです。

しかし、平成１７年に機械の老朽化や組合のリーダーの高齢化が進んだことから、より効率的な

安定的な組織運営を求めるため、集落で法人化を検討し、平成１８年２月に営農組合の活動を引

き継いだ農事組合法人「明峰ファーム」を発足いたしました。 

 まず、施設の中を見学させていただきましたが、８００万円とか、１,２００万円の機械、コ

ンバインが装備されております。また、米粉の製粉機械等、こちらではなかなかお目にかかれな

いような大型の機械も導入しておりました。一同驚いたとこであります。何より組合員の意識が

高く、集落内の水田の利用集積率は１００％でありました。遊休農地はゼロだそうであります。 
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 明峰ファームが特に力を入れているのが米粉の生産で、米を売るより米粉を売る。米粉パンで

売る。そのほうが市場開拓がしやすいということで、食料自給率のアップにもつながるというこ

とでありました。組合長が以前から、製パンとか、製菓の機械関連の仕事をしていた関係から、

米粉パンの可能性を早くから感じていたそうで、明峰ファームとして米粉の加工販売を取り込も

うということは、設立当初からあったそうであります。 

 開始した当初は、製粉業者に委託していたそうですが、平成２１年に気流粉砕機を導入して、

米粉の製粉も自前で始めたそうであります。できた米は別会社の白山明峰で加工され、米粉パン

として現在販売しておるそうです。また、農山漁村活性化、新規需要米生産製造連携事業計画の

認定を受け、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金として、これらの投資の半額を補助金で賄

っているそうです。今では、石川県の学校給食用米粉を受託販売しているそうであります。 

 まだまだ赤字続きですが、集落の力を結集したことで、このような展開、発展ができたことに、

これから由布市でも農事組合法人等が検討されてもいいんではないかと思っております。 

 次に、加賀市役所を訪れました。加賀市役所の山中庁舎のほうでお話を伺ってまいりました。

議会事務局の表局長から、最近の加賀市議会の主な動きを伺いました。全国的な動きだと思いま

すが、加賀市も人口減少に歯どめがかからず、議会として何か対策を打つために、「人口減少対

策特別委員会」を設置しています。それを受けて、市民課で転出届をされた方を対象に転出理由

を聴取したところ、１番の理由はやはり、「就職のため」、「結婚のため」であったそうです。

就職難対策は喫緊の課題であると感じました。また、議会基本条例を制定し、執行部に反問権を

認めたこと、年１回は市政懇談会を開催しなといけないこと等を定めています。また、市長マニ

フェストとして、「市民主役条例」なるものを制定が予定されているそうであります。また、議

会がつくるべきということで、市長部局から議会事務局へ出向してる職員が１名またいるそうで

す。これはちょっと余談であります。 

 主目的として、「ゆげ街道街なか再生事業・目抜き通り事業」は、平成４年の道路拡張から話

が始まりました。幅員６.５メートルで、路駐が大変多く目立ったので、ピーク時はこの当時

３３０万人の来町者があったそうですが、現在１８０万人と減少し、７７あった旅館が激減、商

店街もシャッター通りになっているそうであります。また、この中から、シャッター街を何とか

せねばという地元の有志で、県外の結構いろんな、湯布院にも来てるそうですが、視察を行いま

したが、なかなか参考になる事例がなく、結局自分たちがゼロから考えることで、この構想を立

ち上げたそうです。 

 まずは、自分たちの夢を固めようということで、開発計画案として、夢を３枚の絵に書きまし

て、平成８年の「ほっと石川、山中大会」で、県知事に直接直訴を行い、本格的な取り組みを始

めたそうであります。また、観光客の散策ルートを調査したところ、全体の４５％が街道を通過
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することが判明し、よって、この通りに限定して、この導入を、道路拡張、電線地中化、また商

店街の充実、空き店舗の整備対策等を積極的に行ったそうです。また、景観形成基準を自分たち

でチェックし、商店街の営業時間を昼間だけに限らず、１店舗２業種という取り組みを始めたそ

うであります。商店街や旅館組合の協調性を非常に強く感じました。ゆげ街道の整備により、

１６年度の歩行者に比べ、現在ではその２.６倍もの観光客が集まっているそうです。 

 由布市では、年々観光客が減少しておりますが、市民の主体的な取り組みにより、少しずつ観

光客を取り戻しているいい先進事例ではなかったかと思っております。 

 以上、研修報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（渕野けさ子君）  以上で、閉会中の各委員会の調査研修報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．請願・陳情について 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第４、請願・陳情についてを議題とします。議会事務局長に

請願・陳情の朗読を求めます。議会事務局長。 

○事務局長（長谷川澄男君）  それでは、お手元に配付しております請願文書表によりまして朗読

いたします。 

 請願者の指名、紹介議員の敬称等につきましては略させていただきます。 

 まず、受理番号１２、受理年月日、平成２２年１１月２４日、件名は、現行保育制度の拡充に

関する請願書。請願者住所、由布市庄内町柿原○○○番地○、氏名、由布市保育協議会会長生野

昭子、紹介議員、利光直人、甲斐裕一、付託委員会、教育民生。 

 次に、受理番号１３、受理年月日、平成２２年１１月２４日、件名、平成２３年度に予想され

る石城小学校の複式授業解消のための加配教員配置を求める請願。請願者住所、由布市挾間町来

鉢○○番地○、氏名、石城小学校ＰＴＡ会長森永善市、紹介議員、甲斐裕一、付託委員会、教育

民生。 

 受理番号１４、受理年月日、平成２２年１１月３０日、件名、ＴＰＰの参加に反対する請願。

請願者住所、竹田市大字福原○○○○番地、氏名、大分県農民運動連合会代表阿部浩三、紹介議

員、西郡均、付託委員会、産業建設。 

 受理番号１５、受理年月日、平成２２年１１月３０日、件名、市道編入に関する請願について、

庄内町の龍原でございます。請願者住所、由布市庄内町龍原○○○○番地、氏名、龍原区自治委

員森光明ほか１名、紹介議員、新井一徳、佐藤郁夫、佐藤友信、付託委員会、産業建設。 

 それから受理番号１６、受理年月日、平成２２年１１月３０日、件名、市道編入に関する請願

について、庄内町大龍。請願者住所、由布市庄内町大龍○○○○番地、氏名、大龍東部１区自治

委員甲斐正範ほか１名、紹介議員、新井一徳、佐藤郁夫、付託委員会、産業建設。 
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 それから受理番号１８、受理年月日、平成２２年１１月３０日、件名、地方選挙における候補

者に関する情報の充実等を図るための公職選挙法の改正を求める意見書の提出に関する請願。請

願者住所、東京都新宿区早稲田鶴巻町○○○、○○○○ビル○階、ローカル・マニフェスト推進

地方議員連盟、公職選挙法改正プロジェクトチーム代表川名雄児、紹介議員、小林華弥子、付託

委員会、総務。 

 それから受理番号１９、受理年月日、平成２２年１２月１日、件名、環太平洋パートナーシッ

プ、ＴＰＰでございますが、協定交渉への参加反対を求める請願書。請願者住所、大分市大字羽

屋○○○番地の○○、氏名、大分県農業協同組合代表理事理事長阿部新咲、紹介議員、生野征平、

利光直人、溝口泰章、付託委員会、産業建設。 

 それから受理番号２０、受理年月日、平成２２年１２月７日、件名、生活道路の市道認定に関

する請願書。請願者住所、由布市挾間町挾間○○○番地、氏名、上市自治委員仲野具視、紹介議

員、利光直人、二ノ宮健治、付託委員会、産業建設。 

 続きまして、陳情について、同じく陳情文書表により朗読いたします。敬称等は略させていた

だきます。 

 受理番号９、受理年月日、平成２２年９月１３日、件名、養護老人ホーム寿楽苑の改築に関す

る陳情書。陳情者住所、由布市庄内町柿原○○○○番地○、氏名、社会福祉法人寿永会理事長佐

藤慎二郎、付託委員会、教育民生。 

 受理番号１０、受理年月日、平成２２年１１月２６日、件名、湯平ふれあいホール付帯施設の

整備について。陳情者住所、由布市湯布院町、氏名、湯平自治区長後藤武文ほか３名、付託委員

会、総務。 

 受理番号１１、受理年月日、平成２２年１１月２９日、件名、市有地の売却に伴う陳情につい

て。陳情者住所、由布市湯布院町川北、氏名、荒木牧野組合長立川哲雄、付託委員会、総務。 

 請願・陳情については、以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ただいまの請願受理番号１２から１６及び１８から２０までの８件、並

びに陳情受理番号９から１１までの３件については、会議規則第１３４条の規定により、お手元

に配付の請願文書表及び陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託します。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第８６号 

日程第６．議案第８７号 

日程第７．議案第８８号 

日程第８．議案第８９号 

日程第９．議案第９０号 
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日程第１０．議案第９１号 

日程第１１．議案第９２号 

日程第１２．議案第９３号 

日程第１３．議案第９４号 

日程第１４．議案第９５号 

日程第１５．議案第９６号 

日程第１６．議案第９７号 

日程第１７．議案第９８号 

○議長（渕野けさ子君）  次に、本定例会に提出されました、日程第５、議案第８６号由布市過疎

地域自立促進基金条例の制定についてから日程第１７、議案第９８号平成２２年度由布市水道事

業会計補正予算（第２号）までの１３件を一括上程します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  それでは、上程されました議案につきまして、一括して提案理由を御説

明申し上げます。 

 本定例会で御審議をお願いいたします案件は、１３件でございます。 

 最初に、議案第８６号由布市過疎地域自立促進基金条例の制定についてでございますが、９月

の定例会で、過疎地域自立促進特別措置法の改正による由布市過疎地域自立促進計画の議決をい

ただきましたが、この過疎対策実施に伴う安定した財政支援を可能とするための基金条例を制定

するものでございます。 

 議案第８７号由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止についてでございますが、寄宿舎を利用す

る生徒の減少により、平成１１年より庄内中学校の宿舎庄和寮を休寮しておりましたが、再開の

可能性がないことから条例を廃止するものであります。 

 議案第８８号由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、教育委員会の責任体

制が明確化され、教育委員の責務と負担が増大したことによる教育委員報酬の改定であります。 

 議案第８９号由布市湯布院福祉センター条例の一部改正については、平成２３年４月１日に由

布市湯布院福祉センターが移転することから、センターの位置及び施設の使用料を変更するもの

であります。 

 議案第９０号由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正については、由布市立小学校規模

適正化推進計画により、平成２３年３月末に朴木小学校を廃止し、挾間小学校に統合することに

よるものであります。 

 議案第９１号由布市民運動場条例の一部改正については、上原サッカー・ラグビー場の人工芝
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グランドの整備と夜間照明施設が新設されることから、名称の変更と施設使用料の一部見直しを

行うものであります。 

 議案第９２号由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定については、指定管理

期間が平成２３年３月末日に終了する由布市シルバー人材センターが指定管理者選考委員会の審

査の結果、引き続き、指定管理候補者となることが決まりましたので、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第９３号西石松地区集会所の指定管理者の指定については、指定管理者選考委員会の審査

の結果、指定管理候補者が西石松自治区に決まりましたので、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第９４号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出それぞれ６億

７,８７４万４,０００円を追加し、予算総額を１８４億２,９７５万２,０００円にお願いするも

のであります。 

 歳出では、さきの臨時会で議決をいただきました期末勤勉手当の減額、地デジ対応のための共

聴施設整備補助金、中山間地域等直接支払い交付金の増額が主なものであります。また、新規事

業といたしまして、来年度予定しております挾間小学校耐震補強工事に伴う実施設計費、来年

１月に予定されております日出生台演習場の米海兵隊移転訓練の対策経費、過疎対策事業で行う

庄内地域の市道の測量費などが主なものであります。 

 議案第９５号平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予算（第３号）は、歳入及び歳出予算

にそれぞれ７,３３３万７,０００円を追加し、予算総額３４億５,０３８万６,０００円にお願い

するものであります。 

 歳入では、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金、諸収入を増額するもので、支出

では、総務費、保険給付費を増額し、地域支援事業費を減額するものであります。 

 議案第９６号平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出それ

ぞれに３７６万２,０００円を追加し、予算総額を２億２,０４２万４,０００円にお願いするも

のであります。 

 歳入では水道使用料を増額し、歳出では、主に公課費、委託料を増額するものであります。 

 議案第９７号平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、歳入歳出

それぞれに１,９９３万５,０００円を追加し、予算総額を１億３,１８０万６,０００円にお願い

するものであります。内容は、優位な金利の借換債を起債して、繰り上げ償還を行うものであり

ます。 

 議案第９８号平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）は、収益的予算の収益的支

出では、修繕費、有形固定資産減価償却費を増額し、委託料、手当及び法定福利費等を減額する
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ものであります。資本的予算の資本的収入では、消火栓建設受託金の増額。資本的支出では、手

当と法定福利費の減額であります。 

 詳細につきましては、担当部課長から説明をさせますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御賛

同いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（渕野けさ子君）  市長の提案理由の説明が終わりました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は１１時１０分といたします。 

午前10時59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。 

 次に、ただいま上程されました各議案について、詳細説明を求めます。 

 まず、日程第５、議案第８６号由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について、詳細説明を

求めます。総務部長。 

○総務部長（野上 安一君）  総務部長です。議案第８６号の詳細説明を行います。 

 議案第８６号由布市過疎地域自立促進基金条例の制定について、由布市過疎地域自立促進基金

条例を次のように定める。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 提案理由、過疎地域自立促進特別措置法の改正により、過疎地域の事業に対する安定的事業運

営を図る財源として、基金設立が可能になったことによる。 

 次ページをお開きください。 

 由布市過疎地域自立促進基金条例、１条から７条までの条例制定を予定しております。１条の

目的につきまして、朗読いたします。 

 第１条、由布市過疎地域の自立促進を図るため、由布市過疎地域自立促進基金を設置する。以

下、内容につきましては、従来の基金条例とほぼ同じ内容でございます。附則としまして、この

条例は公布の日から施行するということでございます。 

 さきの９月定例議会で議決をいただきました由布市過疎地域自立促進計画によりまして、基金

の積み立てができることになりました。このことを踏まえまして、このことにつきましては、議

会に御説明をしているところでございますが、本事業の円滑な遂行を行うために、今回基金条例

を制定するものでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第６、議案第８７号由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止に

ついて、詳細説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。議案第８７号の詳細説明を行います。 

 議案第８７号由布市立庄内中学校寄宿舎条例の廃止について。由布市立庄内中学校寄宿舎条例
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を廃止する条例を次のように定める。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 提案理由といたしまして、休寮中である施設の再開を要しないため。 

 裏面をお願いいたします。 

 由布市立寄宿舎条例を廃止する条例。由布市立庄内中学校寄宿舎条例は廃止する。本条例につ

きましては、平成１１年より休寮の措置がとられておりましたが、今後、寄宿舎として再開する

可能性もなく、また、国庫等補助金の返還問題も発生しないことから、廃止をいたしたいもので

ございます。 

 なお、附則の第２項で、本条例の廃止に伴いまして徴収条例の廃止についても規定をいたして

おります。施行日につきましては、公布の日から施行するというふうにいたしております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第７、議案第８８号由布市特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、詳細説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（野上 安一君）  議案第８８号由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部改正について。由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 提案理由、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴いまし

て、教育委員会の責任体制が明確化され、教育委員の責務と負担が増大したことによる。 

 裏面をお開きください。 

 由布市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正する条例につ

いて。その次のページの新旧対照表で御説明させていただきます。 

 教育委員の報酬につきまして、委員長の年額を１４万円を年額３７万２,０００円に、教育委

員の報酬を年額１３万４,０００円を３１万２,０００円に改定をする変更でございます。 

 若干、御説明をさせていただきます。１９年の６月２７日に公布されました本法律は２０年の

４月１日から施行をされました。地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正の件でござい

ます。 

 この内容の主なポイントといたしまして、教育委員会の責任体制の明確化、教育長に委任する

ことのできない事務の明確化、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の一部

改正に伴いまして、教育委員会の責任体制が明確化されまして、教育委員会の責務と職務の負担

が増大したことを含めまして、由布市教育委員の報酬はお手元にお配りしています資料のように

大分県下の自治体でも著しく低いことから、今回の引き上げについて御提案をさせていただきま

した。よろしく御審議方お願いいたします。 

 以上でございます。 
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○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第８、議案第８９号由布市湯布院福祉センター条例の一部改

正について、詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（河野 隆義君）  議案第８９号由布市湯布院福祉センター条例の一部改正に

ついて。由布市湯布院福祉センター条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年

１２月８日提出、由布市長。 

 提案理由、由布市湯布院福祉センター建てかえに伴い、位置及び使用料を変更するため。 

 次のページをお願いします。 

 条例の改正内容を御説明いたします。湯布院福祉センターは現在建てかえ中でございますが、

これに伴い、当該条例の第２条及び別表を改正するものです。 

 第２条は、設置場所を由布市湯布院町川上２８６３番地に変更し、別表は、建てかえ後の施設

に応じて会議室の使用料を変更するものでございます。新しい施設には会議室が２部屋できる予

定ですが、１００人規模の部屋を会議室１とし、１時間につき２,０００円。３０人規模の部屋

を会議室２とし、１時間につき７００円の使用料を定める内容になっております。改正条例の施

行日は平成２３年４月１日を予定しております。改正の内容は次のページに新旧対照表を添付し

ていますので、参考にしていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第９、議案第９０号由布市立小学校の設置に関する条例の一

部改正について、詳細説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。議案第９０号の詳細説明を行います。 

 議案第９０号由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について。由布市立小学校の設置

に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年１２月８日提出。 

 提案理由といたしまして、由布市立朴木小学校を由布市立挾間小学校に統合するためでござい

ます。 

 次ページお願いいたします。 

 由布市立小学校の設置に関する条例の一部を次のように改正するということで、第２条の表中、

「由布市立朴木小学校」の項を削るものでございます。施行日につきましては、２３年４月１日

から施行の予定でございます。 

 なお、本案件も地方自治法第２４４条の２第２項及び由布市議会の議決に付すべき契約及び特

に重要な公の施設の廃止に関する条例第３条の規定により、特別議決となりますのでよろしくお

願いをいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１０、議案第９１号由布市民運動場条例の一部改正につい

て、詳細説明を求めます。教育次長。 
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○教育次長（島津 義信君）  引き続きまして、議案第９１号の詳細説明を行います。 

 議案第９１号由布市民運動場条例の一部改正について。由布市民運動場条例の一部を改正する

条例を次のように定める。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 提案理由といたしまして、上原サッカー・ラグビー場の整備による名称の変更及び施設使用料

の一部の見直しを行うためでございます。 

 次ページをお開きください。 

 由布市民運動場条例の一部を次のように改正するということで、別表第２、その中の挾間町内

の運動場中、「上原サッカー・ラグビー場」を名称を「上原サッカー場」に改めますとともに、

夜間照明施設が新設されますことから、その利用料金について、市内利用者につきましては、

１時間２,１００円、３０分増すごとに１,０５０円。市外利用者につきましては、１時間

４,２００円、３０分増すごとに２,１００円といたしたいものでございます。施行につきまして

は、２３年４月１日を予定をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１１、議案第９２号由布市挾間高齢者等就業支援センター

の指定管理者の指定について、詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（河野 隆義君）  議案第９２号由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定

管理者の指定について。由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者を指定したいので、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。平成２２年１２月８日提

出、由布市長。 

 １、施設名及び所在地、由布市挾間高齢者等就業支援センター、由布市挾間町向原１７番地２。 

 ２、指定管理者、社団法人由布市シルバー人材センター理事長獅々賀福生、由布市挾間町向原

１７番地２。 

 ３、指定管理期間、平成２３年４月１日から平成２７年３月３１日。 

 ４、指定条件、１、施設の管理は指定管理協定書に基づいて行う。２、指定管理者が法令及び

指定管理協定書に違反したときは、指定の取り消し、または停止を行う。 

 提案理由、由布市挾間高齢者等就業支援センターの管理を行わせる指定管理者を指定するため。 

 内容を御説明いたします。当該支援センターは、現在指定管理により施設の管理運営を行って

おります。現在の指定管理受諾者は社団法人由布市シルバー人材センターですが、引き続き、社

団法人由布市シルバー人材センターを指定管理者として指定し、当該施設の管理運営を行うもの

であります。 

 資料として、選定委員会の報告書、並びに指定管理運営業務仕様書、指定申請書、協定書

（案）を資料として添付をいたしておりますので、御一読ください。 
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 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１２、議案第９３号西石松地区集会所の指定管理者の指定

について、詳細説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。議案第９３号の詳細説明を行います。 

 議案第９３号西石松地区集会所の指定管理者の指定について。西石松地区集会所の指定管理者

を指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。平成

２２年１２月８日提出、由布市長。 

 １、施設名及び所在地、西石松地区集会所、由布市湯布院町川南３８７番地１。 

 ２、指定管理者、西石松自治区自治委員吉村幸治、由布市湯布院町川南３３５番地。 

 ３、指定管理期間、平成２３年１月１日から平成２８年３月３１日まで。 

 ４、指定条件、１、施設の管理は指定管理協定書に基づいて行う。２、指定管理者が法令及び

指定管理協定書に違反したときは、指定の取り消し、または停止を行う。 

 提案理由といたしまして、西石松地区集会所が今回改築をされたことに伴いまして、従来の地

域の管理から、今回、市の公の施設としての改築を行いましたので、指定管理者を指定するため

でございます。 

 資料につきましては、別紙のとおり、指定管理運営業務仕様書、指定申請書及び協定書を添付

しているところでございますので御参照をいただきたいと思います。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１３、議案第９４号平成２２年度由布市一般会計補正予算

（第６号）について、詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（秋吉 孝治君）  財政課長でございます。 

 それでは議案書の説明の前に、１２月補正予算の概要をまとめておりますので、事前にお配り

しております、平成２２年度１２月補正予算の概要をごらんいただきたいと思います。 

 今回の補正の一般会計につきましては、補正額が６億７,８７４万４,０００円の増額でござい

ます。補正後の予算額としましては、１８４億２,９７５万２,０００円となっておりまして、前

年同月比で１２.２％の増となっております。 

 主な内容としまして、一般会計の歳入歳出の主なものを掲載しております。歳出の事業内容に

つきましては後ほど説明いたしますが、下の歳入の欄をごらんいただきたいと思います。歳入の

欄の真ん中の繰入金でございますけども、減額の３,９７７万６,０００円としております。これ

につきましては、財政調整基金の繰り戻しが主なものでございます。１番下の市債でございます

けども、補正額が４億８,８０５万３,０００円となっておりまして、主なものとしましては、地

方交付税の足りない分を市債で賄うという臨時財政対策債の分がございまして、その金額が３億
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７,３９５万３,０００円の増でございます。それと新たに、過疎債を充当いたしておりまして、

過疎債の金額が１億７,１７０万円でございます。 

 それでは、次のページをごらんください。 

 今回の１２月補正予算の会計別の集計でございます。一般会計につきましては、先ほど説明い

たしましたけども、特別会計につきましては、介護保険、簡易水道事業、農業集落排水事業及び

水道事業会計の補正がございます。 

 それでは、右のほうのページをごらんいただきたいと思います。この欄につきましては、一般

会計の主な補正事業の内訳でございます。まず、新規といたしまして、地域情報発信事業といた

しまして、４４５万９,０００円計上いたしております。内容につきましては、ラジオ番組で由

布市の魅力情報発信し、由布市の新たな魅力や再認識を周知するということで、この事業につき

ましては、全額県からの補助金でございます。 

 続きまして、生活関連情報通信事業でございますけども、今回補正額といたしまして、

１,８８９万７,０００円でございます。これにつきましては、地デジ対応ということで、共聴施

設整備事業補助金といたしまして、加倉地区ほか３地区、計４地区の分を追加したものでござい

ます。補助金につきましては、国庫支出金がございまして、１,３１３万円補助金をいただくよ

うになっております。 

 続きまして、新規といたしまして、湯布院地域振興事業でございます。補正額が７６０万円で

ございまして、内容といたしましては、日出生台演習所周辺、若杉、並柳、塚原地区の３地区に

防犯灯を設置するものでございまして、財源といたしましては、特定防衛施設周辺整備交付金の

６６０万円を充当いたすようにいたしております。 

 続きまして、新規でございますけども、米海兵隊移転訓練対策事業でございます。これは来年

１月から実施予定の日出生台演習場での米海兵隊の訓練に伴うものでございまして、現地対策費

が主なものでございますけども、職員手当が１０５万６,０００円、現地対策本部の土地の使用

料、プレハブ等の経費につきまして、１８０万３,０００円計上いたしております。 

 続きまして、同じく新規でございますけども、児童クラブ施設整備といたしまして、現在、湯

布院小学校が建設中でございますけども、その敷地内に併設いたしまして、湯布院児童クラブ施

設を新規に来年度建設予定でございまして、今回補正としましては、それの実施設計費用計上い

たしております。金額としまして、１８５万９,０００円でございます。 

 続きまして、予防接種事業でございますけども、今回の補正につきましては、日本脳炎のワク

チン接種ということで、７７８万３,０００円計上いたしておりますけども、これは制度改正に

伴う補正でございます。 

 続きまして、中山間地域等直接支払い対策事業でございます。これにつきましては、補正額が
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３,８３１万２,０００円ということで、実施地区の増ということで、実施地区がふえたために、

今回補正をお願いするものでございます。補助金といたしまして、県補助金といたしまして、

２,８６４万２,０００円が充当するようにしております。 

 それでは、１番下の同じく新規でございますけども、畜産施設整備事業２４７万８,０００円

ということで、現在由布市におきましては、共進会場がございませんので、その整備を行うとい

うことで、今回、それの設計費を計上いたしております。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。 

 次の、新規でございますけども、市営急傾斜地対策事業といたしまして、今回の実施場所は、

庄内町の小挾間地区でございます。事業費といたしましては４００万円。そのうち財源といたし

まして、分担金が、地元分担金でございますけども、６０万円。それと県の補助金が１６０万円

ということになっております。 

 続きまして、新規でございますけども、過疎対策事業に伴います道路新設改良事業でございま

して、７５０万円。市道知尾線、市道深谷東家線の測量設計費でございます。これは先ほどの市

長のほうから申しましたけども、９月の定例会で議決いただきました、由布市過疎地域自立促進

計画に基づくものでございまして、全額過疎債で財源とするようにしております。 

 続きまして、同じく新規でございますけども、学校施設整備事業といたしまして、来年度に耐

震補強工事を予定しております挾間小学校の耐震補強事業の実施設計費を今回行いたいというこ

とで、１,３３４万２,０００円。そのうちの財源といたしまして、合併特例債を充当する予定で

ございまして、その金額が１,２４０万円でございます。 

 続きまして、自治公民館整備事業でございます。補正額が５８８万５,０００円。各集落の自

治公民館でございますけども、今回は挾間の山口地区、湯布院の前徳野地区、庄内の大龍東部

１地区でございます。大龍につきましては、新築工事に伴いますので、金額が大きくなっており

ます。 

 １番下の最後になりますけども、これも新規でございますけども、体育施設整備事業。湯布院

の山崎にございます総合グランドの整備事業でございまして、３,１９２万５,０００円。事業内

容といたしましては、フェンスの張りかえ等が主なものでございます。これにつきましても、財

源といたしましては、特定防衛施設周辺整備事業交付金の２,７００万円を充当いたすようにし

ております。 

 それと、１番下の表がございますけども、期末勤勉手当の減額でございます。これにつきまし

ては、１１月の臨時会で議決をいただきましたので、その条例改正に伴うものでございます。 

 なお、工事関係の予算額につきましては、本日議員さんの、皆様方の机に配付いたしました資

料を御参照いただきたいと思います。 
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 それでは続きまして、一般補正予算（第６号）の議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第９４号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号）。平成２２年度由布市一般会計

補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億７,８７４万

４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８４億２,９７５万２,０００円

と定める。２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の追加及び変更は、第２表地方債補正による。平成２２年

１２月８日提出、由布市長。 

 それでは、６ページをお開きください。 

 第２表、地方債の補正でございます。６ページにつきましては追加分でございます。今回の補

正で新たに起債を起こすものでございます。起債の目的につきましては、合併特例債、先ほど説

明いたしましたけども、挾間小学校の設計費の分と、それと過疎対策事業債といたしまして、先

ほど、下の２つにつきましては全くの新規で計上いたしておりますけども、県営農免農道整備事

業負担金。これは長宝の分でございますけども、これにつきましては財源変更ということで、今

回１,３２０万円計上いたしております。 

 続きまして、市道小野屋櫟木線改良工事につきましても、財源変更で起債を充当するように、

過疎債を充当するようにいたしております。 

 １番下の合計でございますけども、１億８,４１０万円は、これは今回の追加額の合計でござ

います。 

 次の７ページをお願いいたします。 

 同じく第２表、地方債補正でございますけども、この表につきましては変更分でございまして、

これまで計上済みの分を変更するものでございます。内容につきましては省略をさせていただき

たいと思います。 

 １番下の合計欄につきましては、補正後の合計欄３７億２,４０５万３,０００円ございますけ

ども、これは６ページの追加分と今回の変更分を加えた総合計額を示しているものでございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは続きまして、１０ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の説明でございます。歳入の主なものについて御説明をいたします。 

 まず最初に、１３款分担金及び負担金でございますけども、先ほど説明いたしましたけども、

庄内の小挾間地区の受益者からの徴収する分担金でございまして、６０万円でございます。 

 次の国庫支出金、県支出金につきましては、特定財源でございますので、歳出の項目で説明を
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させていただきたいと思います。 

 それでは、１４ページをお願いいたします。 

 まず、１番上の１８款寄附金、指定寄附金でございますけども、３０万円計上いたしておりま

す。これにつきましては、篤志家の方より、市内の中学校に図書の購入費として３０万円寄附の

申し込みがございましたので、今回計上いたしております。 

 次の１９款繰入金でございますけども、基金繰入金といたしまして、減額の３,９７７万

６,０００円でございます。まず、財政調整基金の減額でございますけども、繰り戻しになりま

すけども４,３６６万８,０００円。続きまして、障害者福祉特別対策基金につきましては、取り

崩しでございまして５万５,０００円。同じく取り崩しになりますけども、肉用牛特別導入事業

基金といたしまして３８３万７,０００円でございます。 

 次に、１５ページをお願いいたします。 

 市債でございますけども、先ほど第２表地方債で説明いたしました、市債の明細になります。

内容につきましては省略をさせていただきます。 

 続きまして、１６ページをお願いいたします。 

 歳出になりますけども、１番下のほうの総務費、７の電子計算費、７目の電子計算費でござい

ますけども、共聴施設整備事業補助金といたしまして、先ほど説明いたしました４地区の分でご

ざいます。 

 続きまして、１７ページをお願いいたします。 

 総務費の９目の地域振興費、先ほど説明いたしましたけども、工事請負費が６７０万円。これ

は、今朝お配りしました別表をごらんいただきたいと思いますけども、６７０万円の中には３つ

の事業が入っております。３つの事業の増額と減額を合わせました結果、６７０万円の補正とい

うことになっております。 

 続きまして、同じく１８の備品購入費でございますけども、１９０万円の増額でございます。

これにつきましては、庄内地区で電源立地交付金で事業を行う予定でありました庄内の中学校柿

原線の分を減額いたしまして、今回、それの組みかえということで、消防の小型ポンプを購入す

るということで１９０万円計上いたしております。 

 同じページの１２目の防衛施設周辺整備総務費、これにつきましては、先ほど説明いたしまし

た１月に予定されております米海兵隊訓練の経費の内訳でございます。 

 続きまして、１９ページお願いいたします。 

 １番下のほうになりますけども、３款民生費の３目の障害者福祉費でございまして、１９節の

負担金補助でございます。総額としましては５,６４７万４,０００円の補正でございまして、内

訳といたしましては地域生活支援事業負担金といたしまして、３３６万円。これにつきましては
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対象事業所が１カ所ふえたためでございまして、財源的には、国が２分の１、県が４分の１、市

が４分の１負担するものでございます。 

 説明の１番下になりますけども、障がい福祉サービス費負担金４,１８９万３,０００円につき

ましては、これは法改正に伴うものでございまして、これにつきましても負担区分につきまして

は、国が２分の１、県が４分の１、市は４分の１でございます。 

 それと、戻りますけども、その上のほうの自立支援医療費負担につきましては、これはもう実

績は伸びるということで計上いたしておりますけども、１,０９３万８,０００円でございます。

負担割合は先ほどと同じように、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１を負担するもので

ございます。 

 続きまして、２１ページをお願いいたします。 

 中ほどにございますけども、児童福祉費の２目の児童運営費でございます。委託料１８５万

９,０００円、これにつきましては、先ほど説明いたしました湯布院の児童クラブ施設の設計費

でございます。 

 続きまして、２３ページをお願いいたします。 

 中ほどの４款の衛生費でございますけども、４目の予防費７７８万３,０００円、これにつき

ましては、先ほど説明いたしました日本脳炎のワクチン接種の分でございます。 

 続きまして、５目の環境衛生総務費でございますけども、１９節の負担金補助でございます。

施設整備事業補助金でございますけども、これは各集落にございます専用水道の整備に伴う補助

金でございまして、今回は、槐木、米山、馬米水道組合に対する補助金でございます。その３つ

の合計でございます。 

 続きまして、２４ページ、次のページでございますけどもお願いいたします。 

 ６款の農林水産業費、１項の農業費の３目農業振興費でございますけども、それの１９節負担

金補助の中でございます。中山間地域直接支払い交付金につきましては、先ほど説明いたしまし

たけども、実施地区の増ということで、３,８３１万２,０００円増額をいたしております。 

 そのページの１番下になりますけども、畜産業費の委託料の２４７万８,０００円につきまし

ては、先ほど説明いたしました共進会場の整備に伴う設計費でございます。 

 それでは、次のページの２５ページをお願いいたします。 

 ６款の農林水産業費の５目の農地費でございますけども、工事請負費が減額の１,２７０万円

行っております。これにつきましては、現在予算計上しておりますけども、塚原地区水路改修工

事を本年度実施しないということで、来年度以降実施ということで、今回減額をいたしておりま

す。 

 その横の特定財源の欄ですけども、まず、県支出金が減額の９６７万４,０００円、これは今
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説明いたしました塚原の水路改修の減額でございますけども、その横の１,３２０万円は地方債

でございまして、これは先ほど説明いたしました長宝の県営農免道路負担金分でございます。 

 続きまして、２６ページ、次のページでございますけども、７款の商工費、３目の観光費をお

願いいたします。１８節の備品購入費でございますけども、８０万円計上いたしております。こ

れにつきましては、県の補助金をいただいて全額になりますけども、電動自転車を購入というこ

とで、予定といたしましては１０台購入し、塚原観光協会のほうに貸与する予定でございます。 

 同じページの１番下になりますけども、８款の土木費、２款の道路橋梁費につきましては、本

日お配りしました別紙の工事請負費に記載しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、２８ページをお願いいたします。 

 ２８ページの１０款の教育費でございますけども、２目の事務局費といたしまして、１３節委

託料、設計管理とございまして１,２１０万６,０００円。これが先ほど説明いたしました挾間小

学校の耐震補強工事に伴う設計費でございます。 

 続きまして、３０ページお願いいたします。 

 ３０ページの１番上になりますけども、１０款の教育費、３項の中学校費の教育振興費でござ

います。備品購入費として３０万円計上いたしております。これにつきましても、先ほど説明い

たしました寄附金による図書購入費でございます。 

 続きまして、次の３１ページをお開きください。 

 １番上の社会教育総務費の１９負担金補助につきましては、先ほど説明をいたしました自治公

民館の整備事業で３自治公民館分でございます。５８８万５,０００円でございます。 

 それと１番最後のところになりますけども、そのページの最後になりますけども、体育施設費

の中の１５節の工事請負費３,１９２万５,０００円、これにつきましては、先ほども説明いたし

ました山崎の湯布院総合グランドの整備費でございます。 

 次の３２ページをお願いいたします。 

 １番最後になりますけども、１３款諸支出金、２項基金費の１目基金費、節としましては

２５節の積立金でございます、４億５,２９３万８,０００円、合計になりますけども。今回、財

政調整基金に積み立てるものでございまして、２１年度末で、財政調整基金につきましては８億

４,３９０万５,０００円ございまして、先ほど説明いたしました繰り戻しと今回のこの積み立て

で、合計１５億１,７５２万４,０００円の基金造成になります。 

 私からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１４、議案第９５号平成２２年度由布市介護保険特別会計

補正予算（第３号）について、詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（河野 隆義君）  議案第９５号平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予
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算（第３号）。平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,３３３万７,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億５,０３８万６,０００円と定める。２、歳入歳出予算の補

正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入

歳出予算補正による。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 内容について、御説明をさせていただきます。 

 今回の補正につきましては、施設分の介護保険給付費が増額となったことに伴い、国庫支出金

等が負担率に応じて増減が生じましたので、歳入歳出ともに組みかえ、並びに増額補正をしてい

るものでございます。 

 ５ページをお開きください。 

 歳入の３款国庫支出金、１項１目の介護給付費負担金１,００９万２,０００円については、介

護給付費の増額に伴い国庫負担率における施設分１５％、その他分２０％を増額補正をいたして

おります。 

 次の、２項国庫補助金、１目の調整交付金５７９万４,０００円につきましては、介護給付費

基本額の８.３２％を増額補正をしております。２目の地域支援事業交付金１０９万１,０００円

の減額につきましては、財源の組みかえに伴うものでございます。 

 ４款支払い基金交付金、１項１目の介護給付費交付金２,０８９万１,０００円については、給

付費の基準額に３０％の負担率を乗じた額を増額補正をしております。２目の地域支援事業交付

金４９万８,０００円の減額につきましては、組みかえにより減額補正をするものでございます。 

 ５款県支出金、１項１目の介護給付費負担金については、施設分１７.５％、その他の

１２.５％の負担率を乗じた額１,２５４万円を増額補正をしております。 

 ６ページをお願いします。 

 ５款県支出金、３項１目地域支援事業交付金５４万５,０００円の減額につきましては、１節

の介護予防事業交付金及び２節の包括的支援事業交付金ともに財源の組みかえに伴う減額でござ

います。 

 ７款繰入金、１項１目介護給付費繰入金８７０万５,０００円については、給付基本額

１２.５％の負担率の額を一般会計から繰り入れるものでございます。 

 次の２目地域支援事業繰入金５４万５,０００円の減額につきましては、一般会計からの繰入

金を減額するものでございます。 

 次の３節、その他一般会計繰入金６万８,０００円は、第三者納付金に係る５％の事務費手数

料を増額するものでございます。 
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 ７款繰入金、２項１目の介護給付費準備基金繰入金１,０９４万２,０００円については、財源

不足額を基金より繰り入れるものでございます。 

 ７ページの９款諸収入、３項１目については、第三者納付金として、１３４万９,０００円を

増額補正をいたしております。２目の返納金５６３万５,０００円は、介護事業者の実地指導に

より、過誤申請が認められたことによる自主返納金でございます。 

 ８ページお願いします。 

 歳出の１款総務費、１項１目の一般管理費６万８,０００円については第三者行為求償事務に

伴う５％の手数料でございます。 

 ２款保険給付費、１款１目の介護サービス等諸費６,３６０万円につきましては、財源の組み

かえと給付費の増額分をそれぞれ計上いたしております。 

 次の、２項１目介護予防サービス等諸費１,０３３万円につきましては、給付見込み額により、

財源の組みかえと給付費の増額分を補正をいたしております。 

 ９ページの２款３項１目の審査支払い手数料２０万円及び２項１目高額介護サービス等費

２４９万円については、見込み分をそれぞれ増額補正をしております。 

 １０ページをお願いします。 

 ２款保険給付費の１項高額医療合算介護サービス等費と次の６項特定入所者介護サービス等費

については、いずれも他の項の組みかえに伴う財源更正です。 

 次の、５款地域支援事業費、１項１目の介護予防特定高齢者施設事業費１６５万８,０００円

の減額は財源の組みかえに伴うものであります。 

 １１ページの５款２項１目の包括的支援事業費６３万５,０００円、及び２目の任意事業費

１０５万８,０００円の減額は、いずれも財源の組みかえによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１５、議案第９６号平成２２年度由布市簡易水道事業特別

会計補正予算（第３号）について、詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  産業建設部長です。 

 議案第９５号につきまして、説明をいたします。 

 平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。平成２２年度由布市簡易水道

事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７６万２,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２,０４２万４,０００円と定める。２、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、第１表、歳入歳出予算補正による。平成２２年１２月８日提出。 
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 ６ページをお願いいたします。 

 歳出より説明をいたします。１款水道費、１目の総務管理費で、２５６万４,０００円の増額

でございます。内容としましては、１８節備品購入費で４８万６,０００円の増額。これは市営

住宅ドリームタウンの集中検針盤の購入でございます。それから２７節の効果費で２４１万

５,０００円の増額。消費税中間申告分でございます。２目維持管理費で１１９万８,０００円の

増額。各浄水場における砂上げ業務の委託料でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、２款使用料及び手数料の１目水道使用料ですが、現年度分で３７６万

２,０００円の増額でございます。３月までの見込みの金額となっております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１６、議案第９７号平成２２年度由布市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）について、詳細説明を求めます。環境商工観光部長。 

○環境商工観光部長（溝口 博則君）  環境商工観光部長です。議案第９７号の詳細説明をいたし

ます。 

 議案第９７号平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）。平成２２年

度由布市農集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,９９３万５,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,１８０万６,０００円と定める。２、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、第１表、歳入歳出予算補正による。地方債、第２条、地方自治法第２３０条第１項に規定に

より、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は第

２表地方債による。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 ３ページをお願いします。 

 今回の補正につきましては、提案理由でも御説明をいたしましたけども、金利の有利な借換債

を起債いたしまして、繰り上げ償還を行う内容となっております。第２表の地方債ですけども、

起債の目的は借換債、限度額は１,９８０万円としております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 事項別明細で御説明いたします。歳入でございます。４款の繰入金、１目の一般会計の繰入金

ですけども、元金繰り上げ償還分の端数分を一般会計より１３万５,０００円、繰り入れいたし

ております。７款の市債、借換債で、先ほど申しました１,９８０万円を計上いたしております。 

 次のページをお願いします。 

 歳出でございます。２款公債費の１目元金でございます。この元金につきましては、挾間地区
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三船農業集落排水のときに、平成元年、２年に起債をいたしました３件分についての繰り上げ償

還を行うものでございます。１,９９３万５,０００円を計上いたしております。 

 次のページに当該年度の現在高、及び現在高の見込みに関する調書をつけておりますので、参

考にしていただきたいと思います。 

 以上で詳細説明を終わります。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１７、議案第９８号平成２２年度由布市水道事業会計補正

予算（第２号）について、詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  産業建設部長です。 

 議案第９８号について、説明をいたします。 

 平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）、総則第１条、平成２２年度由布市水道

事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 ４ページをお願いいたします。 

 収益的支出、２款水道事業費用につきましては、補正額はありませんが、説明欄に記載してい

ますように、緊急時修繕料の組みかえ。それから有形固定資産減価償却費の増額が主なもので、

委託料関係の入札残、人件費の減額で調整をさせていただいております。 

 ５ページの資本的収入といたしましては、消火栓建設受諾金４基分８２万１,０００円となっ

ております。資本的支出といたしましては、給与改定による減額でございます。 

 １ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出、第２条、平成２２年度由布市水道事業会計予算、第３条に定めた収益的

支出の予定額を次のとおり補正する。第２款水道事業費用、補正予定額ゼロ、合計５億１,０５８万

円。資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書き中、「不足する額２億２８１万

９,０００円は、」を「不足する額２億１４８万４,０００円は、」に「過年度分損益勘定留保資

金１億９,２８１万９,０００円」を「過年度分損益勘定留保資金１億９,１４８万４,０００円」

に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。第３款資本的収入、補正予定額

８２万１,０００円、計２億８０５万１,０００円。 

 次ページお願いいたします。 

 第４款資本的支出、補正予定額減額の５１万４,０００円、計４億９５３万５,０００円、議会

の議決を得なければ流用することのできない経費。第４条、予算第８条で定めた経費の金額を次

のように改める。職員給与費、補正予定額減額の１３１万３,０００円、計８,９０５万

６,０００円。平成２２年１２月８日提出、由布市長。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  各議案の詳細説明が終わりました。 
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────────────・────・──────────── 

○議長（渕野けさ子君）  以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 次回の本会議はあさって１０日午前１０時から一般質問を行います。 

 なお、一般質問通告書追加分の提出締め切りは９日正午まで。議案質疑にかかわる発言通告書

の締め切りは、１０日正午までとなっております。 

 本日はこれにて散会します。御苦労さまでした。 

午後０時08分散会 

────────────────────────────── 

 


